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(百万円未満四捨五入)

１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は対前年同四半期増減率)

項目 売上収益 営業利益
税引前

四半期利益
四半期利益

親会社株主に
帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期
第１四半期

155,978 △7.7 7,013 △28.8 7,542 △33.7 5,239 △37.8 5,135 △37.2 △1,382 －

2019年３月期
第１四半期

168,932 11.1 9,854 △27.7 11,373 △25.2 8,417 △26.6 8,178 △26.9 8,791 △35.5
　

項目
基本的１株当たり

四半期利益
希薄化後１株当たり

四半期利益
円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 24.66 －

2019年３月期第１四半期 39.28 －
　

(注)「基本的１株当たり四半期利益」は、「親会社株主に帰属する四半期利益」を基に算定しています。
　
(参考) 経常的な事業収益力として、要約四半期連結損益計算書の「売上収益」から、「売上原価」並びに「販売費及び

一般管理費」の額を減算した指標である調整後営業利益は、2019年３月期第１四半期が11,651百万円、2020年３
月期第１四半期が7,438百万円です。

　

（２）連結財政状態

項目 資産合計 資本合計 親会社株主持分
親会社株主
持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 709,700 421,935 412,262 58.1

2019年３月期 708,659 429,621 420,095 59.3
　　　

２．配当の状況

項目
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

2020年３月期 －

2020年３月期(予想) － － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

2020年３月期の中間・期末配当予想額は未定です。
　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

項目 売上収益 営業利益 税引前当期利益 当期利益
親会社株主に帰
属する当期利益

基本的１株
当たり当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 690,000 1.3 41,000 12.8 43,500 7.4 32,500 10.4 31,000 7.9 148.88
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

(参考) 連結損益計算書の「売上収益」から、「売上原価」並びに「販売費及び一般管理費」の額を減算した指標であ
る調整後営業利益は50,000百万円です。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

(注) 詳細は、【添付資料】P.４「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 208,364,913株 2019年３月期 208,364,913株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 144,525株 2019年３月期 143,345株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2020年３月期１Ｑ 208,220,818株 2019年３月期１Ｑ 208,223,774株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出し
たものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予
想に関する事項は、【添付資料】P.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１)経営成績に関する説明

2019年４月１日から同年６月30日までの売上収益は、環境対応自動車向けのリチウムイオン電池用

カーボン負極材の増加や、本年４月２日付で実行した再生医療等製品に関するM&Aでの新規連結効果が

ありましたが、半導体や自動車の市況低迷を背景とした、半導体用エポキシ封止材や半導体回路平坦

化用研磨材料、粉末冶金製品、車両用電池等の減少により、1,559億78百万円(前年同期比7.7％減)と

前年同期実績を下回りました。

利益につきましては、継続的な原価低減や為替の影響が増益要因となりましたが、物量減に加え

2018年度に発覚した当社グループの製品における不適切な検査等に関する費用計上等により、営業利

益は70億13百万円(前年同期比28.8％減)、税引前四半期利益は75億42百万円(前年同期比33.7％減)、

親会社株主に帰属する四半期利益は51億35百万円(前年同期比37.2％減)と、それぞれ前年同期実績を

下回りました。

セグメント別の事業の状況は以下のとおりです(各セグメントの売上収益は、セグメント間内部売上

収益消去後の数値を記載)。

　また、当連結会計年度から各セグメントに属する主要製品を変更しております。詳細はP.11（セグメ

ント情報等）をご覧ください。

機能材料セグメント

当セグメントの売上収益は前年同期実績の9.1％減に当たる575億48百万円となりました。

①電子材料

半導体用エポキシ封止材、半導体用ダイボンディング材料、半導体回路平坦化用研磨材料は、半導

体市況が低迷したことにより、前年同期実績を下回りました。

ディスプレイ用回路接続フィルムは、粒子超分散配置型製品の受注獲得により、前年同期実績を上

回りました。

タッチパネル周辺材料は、一部顧客の需要が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。

粘着フィルムは、液晶ディスプレイ表面保護用フィルムの売上が減少したことにより、前年同期実

績を下回りました。

②配線板材料

銅張積層板は、ICTインフラ向け基板の売上が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。

感光性フィルムは、半導体市況が低迷したことにより、前年同期実績を下回りました。

③電子部品

配線板は、産業機器向け配線板及びモジュール基板の売上が減少したことにより、前年同期実績を

下回りました。

先端部品・システムセグメント

当セグメントの売上収益は前年同期実績の6.8％減に当たる984億30百万円となりました。

①モビリティ部材

樹脂成形品は、外装発泡技術を用いた製品等の受注獲得があったものの、中国や北米、日本での自

動車市況の低迷により、前年同期実績を下回りました。

摩擦材は、銅含有量を極めて抑えた製品等の受注獲得があったものの、中国や北米、日本での自動

車市況の低迷により、前年同期実績を下回りました。

粉末冶金製品は、中国や北米、日本での自動車市況の低迷により、前年同期実績を下回りました。

リチウムイオン電池用カーボン負極材は、環境対応自動車向けの売上が増加したことにより、前年

同期実績を上回りました。

電気絶縁用ワニスは、中国での自動車市況の低迷により、前年同期実績を下回りました。

機能性樹脂は、中国での自動車市況の低迷により、接着剤の売上が減少し、前年同期実績を下回り

ました。
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②蓄電デバイス・システム

車両用電池は、欧州や日本での自動車市況の低迷により、前年同期実績を下回りました。

産業用電池・システムは、東南アジアでのフォークリフト向け電池の拡販が進んだものの、欧州で

のICTインフラ向け電池の売上が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。

キャパシタは、産業機器向けの売上が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。

③ライフサイエンス関連製品

診断薬・装置は、アレルギー診断薬の売上が減少したことにより、前年同期実績を下回りました。

再生医療等製品は、当年度第１四半期にドイツ連邦共和国のApceth Biopharma GmbHを連結子会社化

したことにより、前年同期実績を上回りました。

(２)財政状態に関する説明

①資産、負債及び資本の状況

イ．資産

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から10億41百万円増加し、7,097億円

となりました。

　流動資産は、現金及び現金同等物の減少等により、前連結会計年度末から227億80百万円減少しまし

た。

　非流動資産は、IFRS第16号の適用によるリースの使用権資産を有形固定資産に計上したこと等によ

り、前連結会計年度末から238億21百万円増加しました。

ロ．負債

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末から87億27百万円増加し、2,877億65

百万円となりました。

　流動負債は、未払費用の減少等により、前連結会計年度末から22億44百万円減少しました。

　非流動負債は、IFRS第16号の適用によるリース負債の増加等により、前連結会計年度末から109億71

百万円増加しました。

ハ．資本

当第１四半期連結会計期間末の資本合計は、前連結会計年度末から76億86百万円減少し、4,219億35

百万円となりました。これは為替の影響等によりその他の包括利益累計額が減少したことによるもの

です。

②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末から231億94百万円

減少し、780億98百万円となりました。

イ．営業活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、四半期利益の減少等か

ら、前年同期実績と比較して15億１百万円少ない、63億53百万円の収入となりました。

ロ．投資活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、子会社の取得による支

出が増加したこと等から、前年同期実績と比較して36億15百万円多い、184億81百万円の支出となりま

した。

ハ．財務活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額

が減少したこと等から、前年同期実績と比較して54億96百万円多い、80億23百万円の支出となりまし

た。

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年４月25日に公表しました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項に関する事項)

(１)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(IFRS第16号「リース」の適用)

当社グループは、当連結会計年度の期首よりIFRS第16号「リース」を適用しています。IFRS第

16号は、リースの認識、測定、表示及び開示の原則を定めており、借手は全てのリースを連結財

政状態計算書に認識する単一のモデルにより会計処理する基準書です。

IFRS第16号の適用については、経過措置に準拠して遡及適用し、適用開始の累積的影響を当連

結会計年度の利益剰余金期首残高の修正として認識しています。

当社グループのリースは、主に不動産の賃借であり、IFRS第16号の適用による当連結会計年度

の期首における要約四半期連結財政状態計算書に与える影響は、主に使用権資産を認識すること

による資産の増加18,029百万円、主にリース負債を認識することによる負債の増加18,332百万円

及び利益剰余金期首残高の修正による資本の減少303百万円であり、要約四半期連結損益計算書に

与える影響は軽微です。また、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書については、従来オペ

レーティング・リースのリース料の支払が営業活動に関するキャッシュ・フローに含まれていた

のに対し、IFRS第16号の適用により、主に使用権資産の減価償却費に係る調整が営業活動に関す

るキャッシュ・フローに含まれ、リース負債の支払が財務活動に関するキャッシュ・フローに含

まれることにより、従来の会計基準を適用した場合と比較して、営業活動に関するキャッシュ・

フローが増加し、財務活動に関するキャッシュ・フローが減少する影響があります。
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３．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

(１) 要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

項目
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び現金同等物 101,292 78,098

売上債権 139,579 140,918

棚卸資産 87,604 87,818

その他の金融資産 20,549 17,149

その他の流動資産 4,549 6,810

流動資産合計 353,573 330,793

非流動資産

有形固定資産 221,729 240,397

無形資産 71,979 79,685

退職給付に係る資産 15,651 15,846

繰延税金資産 14,987 14,772

持分法で会計処理されている投資 6,990 7,828

その他の金融資産 16,545 15,566

その他の非流動資産 7,205 4,813

非流動資産合計 355,086 378,907

資産合計 708,659 709,700

負債の部

流動負債

買入債務 80,215 79,207

社債及び借入金 41,901 43,698

未払費用 28,991 21,539

未払法人所得税 4,747 3,844

リース負債 742 4,268

その他の金融負債 17,888 19,410

その他の流動負債 3,606 3,880

流動負債合計 178,090 175,846

非流動負債

社債及び借入金 53,174 49,179

退職給付に係る負債 17,581 17,879

引当金 1,861 1,862

リース負債 1,925 16,774

その他の金融負債 17,992 17,735

その他の非流動負債 8,415 8,490

非流動負債合計 100,948 111,919

負債合計 279,038 287,765

資本の部

資本金 15,454 15,454

資本剰余金 4,130 4,276

自己株式 △251 △254

利益剰余金 384,472 383,106

その他の包括利益累計額 16,290 9,680

親会社株主持分合計 420,095 412,262

非支配持分 9,526 9,673

資本合計 429,621 421,935

負債及び資本合計 708,659 709,700
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(２) 要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

(要約四半期連結損益計算書)

　 (第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

売上収益 168,932 155,978

売上原価 △126,276 △117,966

売上総利益 42,656 38,012

販売費及び一般管理費 △31,005 △30,574

その他の収益 1,124 551

その他の費用 △2,921 △976

営業利益 9,854 7,013

金融収益 1,040 368

金融費用 △363 △837

持分法による投資損益 842 998

税引前四半期利益 11,373 7,542

法人所得税費用 △2,956 △2,303

四半期利益 8,417 5,239

四半期利益の帰属

親会社株主持分 8,178 5,135

非支配持分 239 104

親会社株主に帰属する１株当たり四半期利益(円)

基本的１株当たり四半期利益 39.28 24.66

希薄化後１株当たり四半期利益 － －
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(要約四半期連結包括利益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

四半期利益 8,417 5,239

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

FVTOCIの金融資産の公正価値の純変動額 547 408

確定給付制度の再測定 △18 －

合計 529 408

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △470 △6,689

キャッシュ・フロー・ヘッジの公正価値の
純変動額

96 △159

持分法によるその他の包括利益 219 △181

合計 △155 △7,029

その他の包括利益合計 374 △6,621

四半期包括利益 8,791 △1,382

四半期包括利益の帰属

親会社株主持分 8,807 △1,484

非支配持分 △16 102
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(３) 要約四半期連結持分変動計算書

　 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

(単位：百万円)

項目

親会社株主持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の包括利益累計額

FVTOCIの
金融資産

確定給付制度の

再測定

期首残高 15,454 － △246 367,999 3,035 7,696

会計方針の変更による

累積的影響額
7

会計方針の変更を反映した
当期首残高

15,454 － △246 368,006 3,035 7,696

四半期利益 8,178

その他の包括利益 547 △17

四半期包括利益合計 － － － 8,178 547 △17

配当金 △6,247

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 　 　

企業結合による変動

非支配持分の取得

利益剰余金から資本剰余金

への振替

その他の包括利益累計額から
利益剰余金への振替

その他の増減 588

所有者との取引額等合計 － 588 △1 △6,247 － －

四半期末残高 15,454 588 △247 369,937 3,582 7,679

項目

親会社株主持分

合計 非支配持分 資本合計
その他の包括利益累計額

在外営業活動体

の換算差額

キャッシュ・

フロー・ヘッジ
合計

期首残高 6,522 △77 17,176 400,383 8,676 409,059

会計方針の変更による
累積的影響額

7 7

会計方針の変更を反映した
当期首残高

6,522 △77 17,176 400,390 8,676 409,066

四半期利益 8,178 239 8,417

その他の包括利益 3 96 629 629 △255 374

四半期包括利益合計 3 96 629 8,807 △16 8,791

配当金 △6,247 △6,247

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 － －

企業結合による変動 － －

非支配持分の取得 － －

利益剰余金から資本剰余金

への振替
－ －

その他の包括利益累計額から
利益剰余金への振替

－ －

その他の増減 588 10 598

所有者との取引額等合計 － － － △5,660 10 △5,650

四半期末残高 6,525 19 17,805 403,537 8,670 412,207
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　 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

(単位：百万円)

項目

親会社株主持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の包括利益累計額

FVTOCIの
金融資産

確定給付制度の

再測定

期首残高 15,454 4,130 △251 384,472 1,953 8,479

会計方針の変更による

累積的影響額
△301

会計方針の変更を反映した
当期首残高

15,454 4,130 △251 384,171 1,953 8,479

四半期利益 5,135

その他の包括利益 408

四半期包括利益合計 － － － 5,135 408 －

配当金 △6,247

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 　 　

企業結合による変動

非支配持分の取得

利益剰余金から資本剰余金

への振替

その他の包括利益累計額から
利益剰余金への振替

47 △47

その他の増減 146

所有者との取引額等合計 － 146 △3 △6,200 △47 －

四半期末残高 15,454 4,276 △254 383,106 2,314 8,479

項目

親会社株主持分

合計 非支配持分 資本合計
その他の包括利益累計額

在外営業活動体

の換算差額

キャッシュ・

フロー・ヘッジ
合計

期首残高 5,867 △9 16,290 420,095 9,526 429,621

会計方針の変更による
累積的影響額

△301 △2 △303

会計方針の変更を反映した
当期首残高

5,867 △9 16,290 419,794 9,524 429,318

四半期利益 5,135 104 5,239

その他の包括利益 △6,878 △149 △6,619 △6,619 △2 △6,621

四半期包括利益合計 △6,878 △149 △6,619 △1,484 102 △1,382

配当金 △6,247 △17 △6,264

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 － －

企業結合による変動 － －

非支配持分の取得 － －

利益剰余金から資本剰余金

への振替
－ －

その他の包括利益累計額から
利益剰余金への振替

△47 － －

その他の増減 56 56 202 64 266

所有者との取引額等合計 － 56 9 △6,048 47 △6,001

四半期末残高 △1,011 △102 9,680 412,262 9,673 421,935
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(４) 要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

四半期利益 8,417 5,239

減価償却費及び償却費 9,198 10,526

法人所得税費用 2,956 2,303

減損損失 478 －

受取利息及び受取配当金 △382 △368

支払利息 341 513

持分法による投資損益(△は益) △842 △998

売上債権の増減額(△は増加) 1,477 △3,580

未収入金の増減額(△は増加) 978 1,477

棚卸資産の増減額(△は増加) △6,222 △1,416

買入債務の増減額(△は減少) △1,698 578

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △22 135

その他 △4,161 △5,055

小計 10,518 9,354

利息及び配当金の受取額 417 348

利息の支払額 △447 △486

法人所得税の支払額 △2,634 △2,863

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,854 6,353

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,007 △11,020

有形固定資産の売却による収入 232 50

有価証券等の売却及び償還による収入 67 1,877

子会社の取得による支出 － △9,180

有価証券等の取得による支出 △94 △269

その他 △3,064 61

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,866 △18,481

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 3,635 △1,730

長期借入れによる収入 763 989

長期借入金の返済による支出 △784 △136

リース負債の返済による支出 △100 △879

配当金の支払額 △6,247 △6,247

非支配持分株主への配当金の支払額 － △17

その他 206 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,527 △8,023

現金及び現金同等物に係る換算差額 257 △3,043

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △9,282 △23,194

現金及び現金同等物の期首残高 84,037 101,292

現金及び現金同等物の期末残高 74,755 78,098
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(５) 要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１．セグメント情報

(１)報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっています。

　当社グループは、注力事業領域に対応した組織体制の下で事業活動を展開し、報告セグメントと

しては、情報通信関連分野を中心とした「機能材料」とモビリティ・エネルギー・ライフサイエン

ス関連分野を中心とした「先端部品・システム」の２つに分類しています。

　「機能材料」事業では、電子材料、配線板材料、電子部品等の製造・販売を行っており、「先端

部品・システム」事業では、モビリティ部材、蓄電デバイス・システム、ライフサイエンス関連製

品等の製造・販売を行っています。

　各セグメントに属する主要製品は、以下のとおりです。

セ グ メ ン ト 主 要 製 品

機能材料

電子材料
　 半導体用エポキシ封止材、半導体用ダイボンディング材料、
　 半導体回路平坦化用研磨材料、ディスプレイ用回路接続フィルム、
　 タッチパネル周辺材料、粘着フィルム

配線板材料
　 銅張積層板、感光性フィルム

電子部品
　 配線板

先端部品・システム

モビリティ部材
　 樹脂成形品、摩擦材、粉末冶金製品、
　 リチウムイオン電池用カーボン負極材、電気絶縁用ワニス、機能性樹脂

蓄電デバイス・システム
　 車両用電池、産業用電池・システム、キャパシタ

ライフサイエンス関連製品
　 診断薬・装置、再生医療等製品

当社グループは、注力事業領域に対応した事業運営体制の構築を目的に、2019年４月１日付で事

業本部の組織改正を実施しました。これに伴い、当第１四半期連結累計期間より、「機能材料」に

含まれていた無機材料、一部の樹脂材料は、「先端部品・システム」に区分を変更し、「先端部

品・システム」に含まれていた電子部品は、「機能材料」に区分を変更しています。

前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記

載しています。

決算短信（宝印刷） 2019年07月24日 15時14分 13ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



日立化成(株)(4217) 2020年３月期 第１四半期決算短信

― 12 ―

(２)報告セグメントごとの収益及び損益

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)
　 (単位：百万円)

項目

報告セグメント
調整額
（注）

合計
機能材料

先端部品・
システム

計

売上収益 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上収益 63,282 105,650 168,932 － 168,932

　セグメント間の売上収益 418 319 737 △737 －

合計 63,700 105,969 169,669 △737 168,932

セグメント損益 10,412 △563 9,849 5 9,854

金融収益 － － － － 1,040

金融費用 － － － － △363

持分法による投資損益 － － － － 842

税引前四半期利益 － － － － 11,373

(注) セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去額です。

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)
　 (単位：百万円)

項目

報告セグメント
調整額
（注）

合計
機能材料

先端部品・
システム

計

売上収益 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上収益 57,548 98,430 155,978 － 155,978

　セグメント間の売上収益 276 251 527 △527 －

合計 57,824 98,681 156,505 △527 155,978

セグメント損益 6,892 118 7,010 3 7,013

金融収益 － － － － 368

金融費用 － － － － △837

持分法による投資損益 － － － － 998

税引前四半期利益 － － － － 7,542

(注) セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去額です。
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〔補足資料〕

前連結会計年度のセグメント情報につきまして、当第１四半期から適用する新セグメント区分に組替

えた場合、四半期連結会計期間ごとの売上収益及びセグメント損益の金額は以下のとおりです。

(単位：百万円)

項目

2019年３月期

第１四半期
（自 2018年４月１日

至 2018年６月30日)

第２四半期
（自 2018年７月１日

至 2018年９月30日)

第３四半期
（自 2018年10月１日

至 2018年12月31日)

第４四半期
（自 2019年１月１日

至 2019年３月31日)

年度計
（自 2018年４月１日

至 2019年３月31日)

売上収益 168,932 174,586 178,848 158,659 681,025

機能材料 63,282 68,131 64,486 52,770 248,669

先端部品・
　 システム

105,650 106,455 114,362 105,889 432,356

セグメント損益 9,854 10,672 11,267 4,560 36,353

機能材料 10,412 10,804 8,167 4,680 34,063

先端部品・
　 システム

△563 △152 3,103 △68 2,320

調整額(注) 5 20 △3 △52 △30

(注) セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去額です。
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